
八代集和歌ii棄の性格
ーその意味的性格と語索史的位置づけを探る

幸雄西端
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が

に
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と
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1 . 

ねらい

『万葉集』や平安朝仮名文学作品の使用語句を、文法的・意味的

に分類し、統計処理を行なうということは、夙に大野晋氏をはじめ

として、阪倉篤義・浅見徹・宮島達夫・寿岳章子氏等の先学による

研究がある。(注①)また、近年、田島銃堂氏による研究がある。

〈注②)

本稿では、そうした先学による研究成果を踏まえながら、八代集

和歌の使用語句を総体的に捉え、その性格を明らかにするとともに、

平安朝仮名文学作品の使用語句の示す傾向と八代集和歌の示す傾向

とを比較することによって、両者の使用語句の性格の類似点と相違

点を明らかにしようと思う。

2. 

元データ入力と修正

本項と次項については、別に稿を成した「和歌と語集一八代集和

歌語震の変遷 J (日本語研究センタ一報告 1)において述べている
点と重複するが、本稿の論点の都合上、その煩を厭わず、敢えて掲

載することにする。

本稿で使用する八代集の語句データは、

- 1一

〈ひめ『八代集総索引』

3. 
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を
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を
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際、八代集において、用例が存在するものだけを、 『八代築総索引』

と同様の基準で照合し、採用することとした。

4. 語句データの性格付け
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を
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、
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は
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が
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、

語

、

入

続

つ

編

意

点

の

的

し

類

が

に

手

な

所

・

題

語

法

だ

分

た

類

な

行

究

的

問

古

文

た

『

つ

>

う

を

研

法

な

、

の

。

、

な

4

よ

け

語

文

々

で

そ

る

て

と

く

の

付

国

を

様

せ

、

あ

っ

題

の

上

格

(

語

、

わ

。

ま

で

よ

問

類

以

性

』

代

合

合

た

い

り

に

が

分

的

表

現

場

し

つ

通

い

類

大
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・
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問
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自
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自
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寸

寸

寸

寸

寸

大

小

分

文

の

い

』

お

た

ょ

に

の

下

な

表

に

つ

の

別

旬

以

わ

実

稿

な

下

味

語

類

扱

語

本

行

以

意

の

分

り

類

、

を

、

く

れ

小

取

分

が

。
け
と

か

ぞ

、
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、
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を
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、

い

い

で

し

と

的

例

さ

で

お

な

い

施

に

味

体

、

号

に

ら

つ

を

み

意

具

を

番

稿

わ

に

類

の

・

る

句

ド

本

断

類

分

類

的

す

語

一

、

に

>

小

分

法

当

各

コ

が

特

4
た

大

文

該

の

る

、

く

っ

、

、
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が
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法文

(飽〉

八代集和歌における自立語の性格

まず、八代集和歌全体に使用されている語句の性格を、異語数と

延語数の、それぞれの場合について、整理してみると、以下の 表 の

ようになる。

5. 

八代集全体における自立語の性格

量
1 1 12 13 14 15 2 1 23 25 3 1 33 35 4 
816 1184 316 656 1503 1424 812 203 521 112 65 113 
10.4 15.1 4.8 8.4 19.1 18.2 10.3 2.6 6.1 2.2 0.8 1.4 

璽 9015 1122 3611 3498 13258 11486 13123 2665 6412 1881 561 991 
12.1 10.4 4.9 4.1 11.8 15.4 11.6 3.6 8.7 2.5 0.8 1.3 

使用度 11. 0 6.5 9.8 5.3 8.2 8.1 16.2 13.2 12.3 11. 0 8.6 8.8 

体の類 用の類 相の類 その{也総計
異語数 4535 2439 764 113 1851 
割合% 57.8 31.1 9.7 1.4 

延語数 37170 21214 8914 991 743551 
割合% 50.0 36.1 12.0 1.3 

使用度 8.2 11.2 11. 7 8.8 9.51 

表 1

74355語 〉

(異・延〉 語総数 x100 

(延語総数7851語)

割合%=性格別(異・延〉 語 数 ム

使用度=延語数÷異語数

- 4 ー

〈異語総数
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この表 1によって、まず、語句の文法的性格別にそれぞれの占め

る割合を見てみると、 コード番号の頭が<1 >、つまり、体の類が

全体の、

異語数 57.8% 延語数 50.0% 

を占めており、また、 コード番号の頭がく 2>、つまり、用の類が
全体の、

異語数 31.1% 延語数 36.7% 
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。
次に、<1 1 >からく 4>の文法的・意味的性格別に、それぞれ

の語句の使用度数(語句 1語が何度使用されているか)を見てみる

と、全体の使用度数の平均(総延語数÷総異語数)が 9. 5である
ことからすれば、く 14 > (体の類で、人間活動の生産物一一結果
および用具を表す語句・ 5.3) やく 12 > (体の類で、人間活動の主
体を表す語句・ 6.5) が低い使用度数を示しているのに対して、<2 

3 > (用の類で、精神および行為を表す語句・ 16. 2) や<2 5 > 
(用の類で、自然一一自然、物および自然現象を表す語句・ 13.2) や

< 3 1 > (相の類で、人間や自然のあり方のわく組みを表す語句・
1 2. 3) が高い使用度数を示している。

これは、言い換えるなら、使用度数の低いく 14 >やく 12>に
該当する語句は、語種は比較的豊富であるが、それぞれの語句が多

用されることはないということを示しており、一方、使用度数の高

いく 23>やく 25 >やく 31 >は、語穫は比較的乏しいが、それ
ぞれの語句を多用しているということを示している。

ということからすれば、先に、八代集和歌の使用語句の性格を決

定づけているのは、体の類では、<1 2 >く 15>、用の類では、
<21><23>の性格を表す語句であるとしたが、より限定すれ
ば、総異語数や総延語数に占める割合も高く、使用度数が平均的な

< 1 5 >く 2 1 >の性格を表す語句が、八代集和歌の使用語句の性
格を決定づける大きな鍵を握っていると言えよう。なお、八代集中

の各歌集の使用語句の特徴を捉えた場合も、同じような傾向が見ら

れることについては、 「和歌と語集一八代集和歌語気の変遷 J (日
本語研究センター報告 1)において述べた。

6. 八代集共通使用語句と単独使用語句
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八代集和歌共通語気の分類

i量
1 1 1 2 1 3 14 1 5 21 23 25 3 1 33 35 4 
62 27 23 14 78 75 55 20 48 11 6 2 
7.6 2.3 6.1 2.1 5.2 5.3 6.8 9.9 9.1 6.4 9.2 1.8 
14. .7 6.4 5.5 3.3 18.5 17.8 13.1 4.8 11. 4 2.6 1.4 0.5 

延語数 5500 4326 2229 1321 6972 6698 9707 1760 3547 1124 221 251 
割合C 60.0 56.0 60.6 37.8 52.6 58.3 74目。 66.0 54.8 59.8 39.4 25.2 
|割合D 12.6 9.9 5.1 3.0 16.0 15.3 22.2 4.0 8.1 2.6 0.5 0.6 

川宙開庶 88.7 160.2 96.9 94.4 89.4 89.3 176.5 88.0 73.9 102.2 36.8 125.5 

表 2
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使用度=共通延語数÷共通異語数

この表 2 に掲出した共通異語数計 421語は、いわば、八代集和歌

の基本語震と呼ぴ得るものである。 しかし、八代集和歌の総異語数

(7.851語)に占める割合は、わずかに 5.4%にしかならない。 とい

うことからすれば、 この異語数でもって、共通話集の性格を判定す

ることは、あまり大きな意味が見いだせないと言えよう。それより

は、表 2の下段に掲出した共通延語数計 43.656語は、八代集和歌の

総延語数 (74.355語)に占める割合が、 58.7 %にもおよぶ。よって、

八代祭和歌の共通話集の性格を判定するには、 この延語数に視点を

据えて判定すれば、ある程度の傾向を犯握することができょう。

そこで、主として、表 2の下段に掲出した延語数の割合に注目す

ると、まず、性格別延語総数に占める性格別共通延語数の割合を示

す[割合 c]が、く 1 4 > < 3 5 > < 4 >を除き、すべて 50%を超
える割合を示している。特に、く 2 3 > < 2 5 >は、 74.0%と66.0 

%と、 きわめて高い割合を示している。 これは、 <23><25>

に該当する語句は、八代集に共通して使用されるわずかな語句が、

何度も多用されていることを示している。別な見方をすれば、前掲

の表 1が示す傾向と併せ考え、これらく 23><25>に該当する

語句は、八代集和歌においては、特異な性格を表す語句を使用する

のではなく、八代集すべての歌集において使用されている、ありき

たりな、きわめてわずかな語句を多用する傾向が強いとも言えよう。

この点は、次に述べる、八代集和歌における単独使用語句の示す傾

向と併せ考えれば、より一層明確になろう。

一方、表 2に掲出した、八代集和歌の基本語集と呼び得る共通語

一守一
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表 3 八代集和歌単独使用語句の性格

この表 3によると、 1歌集にしか使用されない語句としては、八
代集における、性格別異語総数に占める性格別単独異語数の割合を

見ると、 <12><14>に該当するものが、 54.9%・55.9 %と、
高い割合を示している。この傾向を、前掲の表 2と比較してみると、

表 2の、性格別異語総数に占める性格別共通異語数の割合を示 した

[割合 A] を見ると、 これらく 12><14>は、その割合が、そ

れぞれ 2.3%・2.1%と、きわめて低い割合であることが分かる。と
いうことは、つまり、 <12><14>に該当する語句は、八代集
和歌の使用語句としては、共通に使用されるより、 1歌集において

単独で使用される傾向がきわめて強いということになる。
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7. 仮名散文作品との比較

では、 ここで、 これまで見てきた八代集和歌全体における各性格

別語句の中、体の類と用の類に限 って、仮名散文作品などと対比す

ることによって、八代 集和歌の使用語句の性格を、より一層明らか

にし、また、仮名散文作品それぞれの使用語句の性格をも明らかに

してみたい。

比較の対象とした作品は、以下に掲げた、 『古典対照語い表』

(宮島達夫編・笠間書院刊)に掲載されている『万葉集 JI W竹取物
語 JI W伊勢物語』等、 1 4作品の中、歌集の『万葉集 JI W古今和歌
集 JI W後撰和歌集』と、時代が下る『方丈記 JI W徒然草』を除く仮
名散文作品 9作品と、田島続堂氏の『栄花物語』和歌(注④)であ

る。

表 4 仮名散文作品等 10作品の分類

作品 大鏡 栄花 更級 紫日 源氏 枕草 自制令土左 伊勢 竹取
異語数
体の類 63. 9 51. 8 49. 1 50. 7 42. 5 53. 5 47. 1 55. 0 54. 6 44. 3 
用の類 25. 8 30. 3 35. 5 33. 9 44.6 34.7 38. 2 30. 6 31. 9 40. 2 
その他 10. 3 17. 9 15. 4 15. 4 12. 9 11. 8 14. 7 14.4 13. 5 15. 5 

延語数
体の類 53. 2 52. 5 46. 8 52. 6 41. 7 44.2 40. 8 49. 7 49. 3 45. 0 
用の類 29. 6 32. 2 34. 4 28. 2 32. 9 32. 7 38. 1 34. 6 36. 9 39. 9 
その{也 17. 2 15. 3 18. 8 19. 2 25. 4 23. 1 21. 1 15. 7 13. 8 15. 1 

単位認定の基準として、 『古典対照語い表』などでは、短単位で採
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っているのに対して、本稿が依った『八代集総索引』では、長単位

で採っているという違いがあるので、厳密な比較はできないものの、

先に掲げた表 1と、この表 4を対照してみると、八代集和歌の使用

語句の性格は、物語性の強い『竹取物語 J ~崎鈴日記 J ~源氏物語』

『更級日記J ~大鏡』とは大きく異なっていることが分かる。その
反面、 『伊勢物語J ~土左日記 J ~枕草子』とは近い関係にあると

言える。

その中でも、特に注目すべきは、異語数では、 『土左日記J (体
の類 55.0% 用の類 30.6%) が、また、延語数では、 『伊勢物語』

(体の類 49.3% 用の類 36.9%) が、最も近い数値を示している点

である。これらの傾向の中、 『土左日記』については、浅見徹氏が、

すでに、 i (体の類を基準にとった場合は〉後撰と土左との聞は、
土左と竹取の間よりも近しい J (注④)と述べておられる点と符合
する。

一方、これら八代集和歌と比べ、長も遠い数値を示す作品は、異

語数と延語数ともに、 『源氏物語J (体の類・異語数 42.5% 延語数
41.7% 用の類・異語数 44.6% 延語数 32.9%) であることも分かる。
以上に指摘した傾向は、まず、八代集和歌の側から見れば、 これ

まで言われてきた和歌語震の特性を追認しただけではあるが、八代

集和歌の使用語句は、 『竹取物語 J ~源氏物語』などといった物語
性の強い作品の使用語句とは、性格を大きくことにしていると言え

る。また一方、仮名散文作品の側から見れば、 『土左日記J ~伊勢
物語 J ~源氏物語』の作品の性格と深く関係するものであると言え
よう。つまり、 『土左日記』は、歌物語とまでは言えないにしても、

和歌を契機にして話題が展開する日記であり、 『伊勢物語』は、和

歌を中心として物語が展開する歌物語であるのに対して、 『源氏物

語』は、人事に関わる事柄を中心として物語が展開する、純粋な物

語、言い換えるなら典型的な散文であるという、それぞれの作品の

性格の違いが用語の違いをも決定づけているのであろう。
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